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0-2  ナウラ  Nowra 
 ナウラの岩場はオーストラリアの中では比較的新しくスポーツクライミング中心のエリアである。雑誌などのグラビアにも良く載るので、場所

は知らなくとも写真を見れば見たことがある人も多いと思う。 

ブルーマウンテンの後 10 日程滞在したが、こちらも天気があまりよくなく、しみだしていたり、ぬめっていたりして状態はあまりよくなかった。 

とにかくここの印象はグレードがとても辛い。日本でも私のルートは辛いと言われている私が言うのだから間違いない。例えばＰ､C にあるこの

地の有名ルートHARD CANDY27は日本グレードで12cである。オンサイトねらいで取り付いたのに、レッドポイントするのがやっとで13はあ

るだろう。極めつけはこれも有名なLIPSTICKグレード25。日本のグレードで12a。２回やって結局登る事ができなかった。トポにも写真入で

核心の横っ飛びランジがでているが、でかいやつで伸び伸びのランジだ。結局ここではサウスセントラルのクラシックルートAINT NO 

SUNSHINEグレード28(13a)が限界だった。しかし全体的にはボルダー的な要素が多くクライミング事態は面白く感じた。メインエリアはトンプ

ソンズポイントと言われているが、上級者はサウスセントラル周辺が一番面白いと思われる。ナウラのトポの筆者であるロッドヤング氏はナウ

ラからシドニーへ1時間ほどの街ウォロンゴンでジムを経営しているので行きと帰りに寄ってみて、グレードが辛かった話をした。彼は丁度新し

いトポの制作をしていて、幾つか登ったルートのグレードはどうかと聞いてきたので、日本よりそしてアメリカよりはるかにおかしいと言って帰って

きたが、予約しておいたトポが送られて来たのを見たらまったく変わっていなかった。 

 

岩質 

砂岩 

 

ルート 

全体的にボルダームーブが多いので、ブルーマウンテン同様ムーブができないと登れない。エリアは幾つか点在していて易しいものからハード

ルートまでまとまっている。ヌンチャクだけで O,K。ここも幾つかエリアが分かれているのでエリアごとに紹介したい。アプローチはトポを参照のこ

と。 

 

トンプソンズポイント 

ナウラの中ではメインエリア的存在。所々水平ルーフ的にオーバーハングしていたりして面白い。中でもグレースケイブは特にお勧め。このケ

イブのグレードはそれほど間違っていないと思う。ウオームアップルートはポケットウォールが良い。写真で有名なカーボーイジャンキーはメイン

のエリアよりはかなり手前にある。写真ではかっこいいが実際はチンケ。この岩場は車を街のはずれの丘の上に置いて、下って取り付きに向

う。車上荒しが多いので車の中を空にしておくこと。 

 

P,C 

ここは高さ15メートル、全体的には110度位の薄かぶりでボルダーチックなルートが多い。岩場は横に広く伸びている。特に左の幾つかのル

ートは下部がハングしていてかなり悪い。若干下部はざらざらしていて粉っぽいので注意。また、アプローチは崖の上の柵を乗り越えてステッ

プをクライムダウンするので注意。 

 

グロット 

岩場は町の高台の川を見下ろすハイキング道のすぐ下に広がっている。全体的には垂直のルートが多い。私はあまり面白く感じられなかっ

た。 

 

 

サウスセントラル周辺 

この周辺は私自身一番面白く感じた。沢を中心にサウスセントラルエリア、そして反対側にロジーズなど幾つかのエリアが連なっていて、全て

歩いて移動できる距離にある。またサウスセントラルやＬＯＴ３３エリアの下部周辺などはルートの下部を使ったボルダーエリアになっている。

上にハングがあるので雨でも全く問題なくランヂィングも砂地で平らで安全だ。サウスセントラル右面はボルト２－３本のショートルートそして

左面はハングした少し長めのルートで構成されている。共に非常にボルダーチック。また、ロジーズ周辺はドッかぶりのロングルートが揃ってい

る。しかし易しいのはほとんどない。 
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バビロン 

このエリアはナウラの町から車で３０分ほど離れている。私たちは岩場のアプローチ途中、野生のヤギに追いかけれ、岩場の基部にはたどり

つけられなかった。トポを見る限りでは楽しめそうなエリアである。 

 

宿泊 

ナウラの街は比較的大きく川を中心に２つに分かれている。北側よりトンプソンズポイントがある南側の方が発展している。モーテルは街に

幾つかある。キャラバンパークも幾つか揃っている。しかし、もしキャンプならば、クライマーご用達のナウラアニマルパークがお勧め。ここは動物

園でカンガルーやコアラなどが飼育されていてその庭先を貸している。キャンプスペースはさほど平らではないが、納屋を自由に使ってよいの

で生活は楽だ。ただしポッサムがとても多いので食料には注意が必要。シャワーも納屋に付いている。 

 

シーズン 

春から秋。夏は川の側の為かぬめって暑い。地元のクライマーは、夏はブルーマウンテンに行くと言っていた。ただし登れないわけではない。

今回は３月だったがほとんど雨で思うように登れなかった。また、ボルダーエリアなどの下では頻繁に焚き火が行われているようで、冬でも登

る事は可能と思われる。 

 

ショッピング 

ナウラの街で必要なものはほとんど揃う。クライミングショップはないが、ハイキング屋などはある。トポ（ROCKCLIMING AT NOWRA）は今

回行った時期が丁度改訂版の製作中だったので、作者に直接聞いて情報を手に入れた。今後はナウラには小さな人口壁もあるので、そ

こや先述のアニマルパークでも手に入るはずである。 

 

アプローチ 

ＳＹＤＮＥＹからプリンスハイウエーを２時間ほど南下したところにＮＯＷＲＡの街はある非常にわかり易いので迷うことはない。ただし各クライミ

ングエリアへはかなり分かりにくい。 

 

2000 年 3 月 木村伸介  

 

 

 


